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Ｑ・名古屋市との合併話に付き尋ねる
Ａ・本町からも名古屋市からも

合併のアプローチはない

Q
平
成
2₇
年
３
月

豊
山
町
議
会
第

１
回
定
例
会
︵
第
２
日

目
︶
一
般
質
問
の
中
に
お

い
て
、
議
員
の
質
問
に
対

し
、
町
長
は
﹃
名
古
屋
市

と
の
合
併
に
つ
い
て
は
、

正
式
な
話
と
し
て
俎
上
に

出
た
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。﹄
と
、
断
言
し
て
、

答
え
て
い
る
。

　

打
診
・
内
々
・
非
公
式
・

諸
々
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、

公
人
同
士
の
職
責
に
基
づ

く
公
務
の
話
で
あ
り
、
こ

と
の
重
大
性
を
鑑
み
る

に
、
お
よ
そ
町
長
一
人
の

対
応
、
ま
た
一
存
に
よ
る

即
答
等
、
そ
れ
ら
曖
昧
な

記
憶
の
み
に
基
づ
く
議
員

に
対
す
る
答
弁
で
は
な
い

と
至
極
当
然
に
推
察
す
る

が
、「
住
民
の
知
る
権
利
」

と
の
兼
ね
合
い
を
念
頭
に

尋
ね
る
。

　

こ
の
話
は
い
つ
の
事

で
、
当
時
の
双
方
関
係
者

及
び
合
議
に
係
わ
っ
た
者

の
立
場
を
は
じ
め
、
ど
の

様
な
経
緯
経
過
、
討
議
内

容
で
あ
っ
た
か
。

　

顛
末
を
も
含
め
、
事
実

関
係
を
中
心
に
伺
い
た

い
。A

名
古
屋
市
と
の
合

併
に
つ
い
て
、
一

部
町
民
の
間
で
流
布
し
て

い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
。
し
か
し
町
が

関
わ
り
を
持
っ
た

も
の
で
は
な
い
た

め
、
平
成
2₇
年
３

月
議
会
で
、「
正

式
な
話
と
し
て
俎

上
に
出
た
も
の
で

は
な
い
」
と
お
答

え
し
た
も
の
で
あ

る
。

　

公
式
、
非
公
式

を
問
わ
ず
本
町
か

ら
名
古
屋
市
と
合

併
に
つ
い
て
ア
プ

ロ
ー
チ
し
た
こ
と

も
、
名
古
屋
市
か

ら
ア
プ
ロ
ー
チ
が

あ
っ
た
こ
と
も
一

切
な
い
。
ま
た
、

合
併
に
つ
い
て
考

え
た
こ
と
も
、
庁

内
組
織
に
検
討
を

行
わ
せ
た
こ
と
も
な
い
。

　

市
町
村
合
併
に
つ
い
て

は
、
地
方
自
治
法
及
び
合

併
特
例
法
の
規
定
に
基
づ

き
、合
併
協
議
会
の
設
置
、

関
係
市
町
村
の
申
請
な
ど

の
手
続
き
が
必
要
で
あ

る
。
仮
に
本
町
が
市
町
村

合
併
の
検
討
に
入
る
場
合

に
は
、
議
会
の
承
認
・
議

決
を
得
る
こ
と
が
合
併
協

議
会
に
参
加
す
る
こ
と
の

前
提
条
件
と
な
る
た
め
、

事
前
に
議
会
に
説
明
を
行

う
。
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